平成３０年度　前田工学賞募集要項
公益財団法人　前田記念工学振興財団
前田工学賞
目　　的
わが国における基礎研究の振興並びに若手研究者の育成を目的とし、学問的にも、社会的にも、また有用性の点からも優れた博士論文を選考し表彰する。
応募資格
過去3年(平成26年度～28年度、即ち平成26年4月1日～平成29年3月31日迄の間)に、わが国の大学院において博士の学位を取得した論文で当財団に初めて応募するものに限る。
表彰者数
土木、建築分野　各１名
賞

賞状および賞金１００万円
山田一宇賞
目　　的
わが国における基礎研究の振興並びに若手研究者の育成を目的とし、新規性・独創性に富み、将来有用性が期待できる博士論文を選考し表彰する。
応募資格
前田工学賞と同じ
表彰者数
土木、建築分野　各々2名程度
賞

賞状および賞金５０万円/1人

応募の手続き
前田工学賞及び山田一宇賞とも同一の応募用紙・応募方法による
各賞への応募
申請者は前田工学賞候補としてエントリーし、選考委員会において論文を総合的に審査し、前田工学賞と山田一宇賞とを選考する。
応募用紙
添付の当財団所定用紙を使用し、必要事項を記入ください。
その他提出書類　・学位審査時に提出した学位論文の内容要旨
　　　　　　　　・審査要旨（大学あるいは主査から入手し、可能な限り提出ください）
・論文業績
　　　　　　　　・学位記（Ａ４版に縮小した写し）
　　　　　　　　・その他参考となる資料（最低限にしてください）
応募方法
一次審査：応募用紙及び上記のその他提出書類を、正一式（クリップ止め）及びコピー５部（左肩一箇所ホッチキス止め）、簡易書留又は宅急便で当財団事務局宛送付下さい。
一次審査応募書類は返却しませんので、あらかじめご了承下さい。
＊不備のある書類は審査の対象としないことがあります。
二次審査：一次審査の合格者を平成29年12月末迄に決定し、学位論文の本論文２部を提出願うことになりますので、予めご承知おき下さい。(審査後返還)
応募期間
平成29年9月1日(金)～平成29年10月13日(金)17：00到着分まで
選考及び決定
下記の委員によって構成される選考委員会において審査し、理事会が決定する。
尚、前田工学賞と山田一宇賞の同一人同時受賞は出来ないこととする。
採否は平成30年3月末日までに各応募者に通知。
(五十音順)

　　　　委員
　青山　博之
東京大学名誉教授

　　　　委員
　加藤　信介　　東京大学生産技術研究所教授
委員
　川口　　衛
法政大学名誉教授

　　　　委員
　小泉　　淳
早稲田大学理工学術院教授

　　　　委員
　玉井　信行
東京大学名誉教授

　　　　委員
　登坂　宣好
Fellow of Wessex Institute

　　　　委員
　友澤　史紀
東京大学名誉教授

　　　　委員
　長瀧　重義
東京工業大学名誉教授
委員
　難波　和彦
一級建築士事務所(株)難波和彦・界工作舎代表

　　　　委員
　前川　宏一
東京大学大学院工学研究科教授

当財団の住所・アドレス

住所
〒１０２－００７３


東京都千代田区九段北４丁目３ー１　一口坂中央ビル６Ｆ


公益財団法人　前田記念工学振興財団事務局

電話
０３－３２２２－６４８１

ＦＡＸ
０３－３２２２－６４８２

ＵＲＬ
http://www.maedakksz.or.jp
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	　研究の背景、目的および意義

	


	1.貴論文を一般に広く公表(学会誌、論文報告集、著書等)されましたか。

	それは、いつ、どの様な形で公表されましたか。まだ公表していない場合、どの様なご計画をお持ちですか。

	

	2.公表された結果、どの様な反響がありましたか。また、他の研究者等と討論されましたか。

	

	3.他の研究論文等に引用されるなど、何らかの評価をうけられましたか。
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